








これは、ジャン＝バティスト・ルイ・グロ男爵（Jean-Baptiste Louis Gros, 1793-
1870）の特命全権委員（commissaire extraordinaire）就任および清への派遣を報
じた 1857 年 5 月 7 日付のフランス官報『ル・モニトゥール・ユニヴェルセル』の
記事である。この記事は、イギリス全権委員として既に清に派遣されていたジェー
ムズ・ブルース・エルギン卿（James Bruce, 8th Earl of Elgin, 1811-63）に触れ、
両国の全権委員がともに清との交渉にあたることを伝えている。グロ男爵は、57
年 5 月 27 日にフランス南東部、地中海に面する都市トゥーロンを出発し、10 月 13


















































1858 年 7 月 29 日
（安政5年6月19日）











1858 年 8 月 7 日
（安政5年7月11日）











1858 年 8 月 18 日
（安政5年7月10日）




















の外交上の協調路線である。フランスは、クリミア戦争（1853 年〜 56 年）以来、
イギリスとの協調を重視していた。英仏は、とりわけロシアに対抗するかたちで、
東アジアにおける権益を拡大してくこととなる。英仏の全権委員エルギン卿とグロ
男爵は、いずれも全権として清との間に「天津条約」を 1858 年 6 月 26 日（清英）、

















1858 年 8 月 26 日
（安政5年7月18日）
















1858 年 10 月 9 日
（安政5年9月3日）















結局、1858 年 7 月 31 日に上海を出発したエルギン卿に遅れること約一か月、グロ










rence Oliphant, 1829-88）をともない、8 月 12 日に品川沖に到着した（12）。なお、幕
府との交渉を前に、エルギン卿は、下田でアメリカ領事のタウンゼント・ハリス
（Townsend Harris, 1804-78）の許可を受け、アメリカ領事館付の通訳官ヘンドリッ






けた協議は、8 月 18 日、21 日、22 日、23 日の 4 回にわたり、26 日に日英修好通
商条約が調印された。

























This Treaty being written in the English, Japanese, and Dutch languag-
es, and all the versions having the same meaning and intention, the Dutch 
version shall be considered the original; but it is understood that all official 
communications addressed by the Diplomatic and Consular Agents of Her 
Majesty the Queen of Great Britain to the Japanese authorities, shall hence-
forward be written in English. In order, however, to facilitate the transac-
tion of business, they will, for a period of five years from the signature of 










この日英条約の第 21 条は、楠家重敏が既に指摘したように、イギリスが同年 6




























全権代表のグロ男爵、書記官のド・モージュ侯爵（Alfred de Moges, 1830-1861）、
日本語通訳官の宣教師エマニュエル・ウジェーヌ・メルメ・カション（Emmanuel 








なった。そのためグロ男爵は第 1 回の協議（9 月 27 日）で「条約をフランス語と
修好通商条約の新視角
44（137）
日本語で作成すること」を要請した（26）。日仏間の協議は、9 月 27 日、28 日、29 日、
10 月 1 日、2 日、以上 5 回の協議を経て、第 6 回目の協議が開かれた 10 月 9 日に
日仏双方の全権委員により 22 カ条の条約および貿易章程 7 則の調印にいたった。
第 21 条：外交交渉時の言語
先述したとおり、日英条約において「言語」を規定したのは「第 21 条」であった。









(article 21 du traité anglais)
Toute communication officielle adressée par l’agent diplomatique de sa 
Majesté l’Empereur des Français aux autorités japonaises sera, dorénavant 
écrite en français: Cependant pour faciliter la prompte expédition des af-
faires, ces communications ainsi que celle des consuls de France au Japon, 
seront, pendant une période de cinq années, à dater de la signature du 






















my Girard, 1821-1867）である。しかし 1861 年 1 月末に、横浜の教会建設および司
祭の任務に専念するため、ジラールは公使館の通訳官を辞した。その後 61 年 2 月





年 10 月 16 日の発信を最後にメルメ・カションがフランスに帰国すると、フランス















使 在 任：1859 年 6
月〜 1864 年 4 月
1859 年 4 月 20 日〜






1861 年 2 月 10 日〜










月〜 1868 年 6 月
1864 年 5 月 30 日〜






1864 年 8 月 19 日〜
1866 年 10 月 16 日
（全 89 通）
メルメ・カション フランス語＋日本語訳
1866 年 11 月 22 日〜

















Article vingt-deux et dernier
(article vingt-quatre du traité anglais)
Le présent traité de paix, d’amitié et de commerce sera ratifié par Sa 
Majesté l’Empereur des Francais et par Sa Majesté l’Empereur du Japon et l’
échange de ces ratifications aura lieu à Yedo dans l’année qui suivra le jour 
de la signature.
Il est convenu entre les hautes parties contractantes qu’au moment où le 
traité sera signé, le Plénipotentiaire Francais remettra aux Plénipotentiaires 
japonais deux textes en français du présent traité comme de leur côté les 
Plénipotentiaires Japonais est [sic : en の誤か] remettront au Plénipotentiaire 
de France deux textes en Japonais. Ces quatre documents ont le même sens 
et la même portée; mais pour plus des [sic] précision, il a été convenu qu’il 
serait annexé à chacun d’eux une version en langue hollandaise qui en se-
rait la traduction exacte attendu que de part et d’autre cette langue peut 
être facilement comprise; et il est également convenu que dans le cas ou [sic] 
une interprétation différente serait donnée au même article français et 
japonais, ce serait alors la version hollandaise qui ferait foi.
Il est aussi convenu que la version hollandaise ne différera en aucune 
manière, quant au fond, des textes hollandais qui font partie des traités 
conclus récemment par le japon avec les Etats-Unis d’amérique, l’Anglet-













































































条約の不一致：第 7条と第 19 条
しかしフランスには重大な見落としがあったこともここで指摘すべきであろう。
日仏条約の第 7 条と第 19 条に、オランダ語とフランス語の間に文言および解釈の
不一致が生じていることが、総領事デュシェーヌ・ド・ベルクールによって指摘さ





ス（Jan Hendrik Donker Curtius, 1813-79）にオランダ語版のフランス語訳を依頼
していた（43）。おそらくこのクルティウスの翻訳によって、オランダ語とフランス
語の間の不一致が判明したと考えられる。
フランス総領事からの指摘を受け、外国奉行酒井隠岐守（忠行）は、59 年 10 月
17 日に日仏条約の第 7 条および第 19 条に関する証書を附し、これらは、日英条約


















⑻ 条約のフランス語文：「Traité de paix, d’amitié et de commerce, entre sa Majesté l’Empereur 










1868 年 2 月 19 日、イギリス外交官アーネスト・メイソン・サトウは薩摩の西郷
日仏修好通商条約の第 1 頁（写真上）、日本側の批准書の最終頁（写真下）











これよりさきの 1866 年 5 月 19 日にサトウはすでにイギリス側の不平等解消要求
を含めて、日英修好通商条約の重要条約文について自己の見解を明らかにしている。
この日、サトウは Japan Times 紙に英文の論説を発表しているが、この日本語版





























































第 12 条の難破船員の優遇規定では、さきの第 4 条と第 5 条での議論が再燃する。
つまり、日本での法律の強制力が及ぶのは、将軍の統治領などに限られ、諸大名の
海岸では救助活動は望み薄である。




貿易の規定である。サトウが 1866 年に Japan Times 紙に英文論説を寄せたのも、













第 17 条の運上支払証書の規定、第 18 条の港湾規則作成の規定、第 19 条の罰金
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